第2回 西多摩がん薬薬連携を考える会
グループワーク回答用シート
【症例】
75歳男性　　合併症：高血圧　既往歴：脳梗塞
内服薬：アムロジピン(アムロジン®) 、シロスタゾール(プレタール®)
急性骨髄性白血病の治療のため、入院
ベネトクラクス(ベネクレクスタ®)+アザシチン(ビダーザ®)療法を1サイクル施行後、退院
2サイクル目より外来管理に移行、開始時に「胸やけ」の訴えがあり
ラニチジン（ザンタック®）、ラモセトロン塩酸塩（ナゼア® ）の服薬を開始
来局時(2サイクル目Day5)に｢便秘がちであったが、数日前から軟便傾向に｣との訴えを聴取
＊上記の症例より、回答をお考えください。
①トレーシングレポートを作成してください。



②保険薬局薬剤師の先生が考える、有害事象の評価に必要な情報や、
　　 その他に必要とする追加情報を列挙してください。
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第 2 回   西多摩 がん 薬薬連携 を 考 える 会   グループワーク 回答用 シート   【症例】   75 歳男性    合併症：高血圧   既往歴：脳梗塞   内服薬： アムロジピン ( アムロジン ® )   、シロスタゾール ( プレタール ® )   急性骨髄性白血病 の 治療 のため、 入院   ベネトクラクス ( ベネクレクスタ ® )+ アザシチン ( ビダーザ ® ) 療法 を 1 サイクル 施行後、退院   2 サイクル 目 より 外来管理 に 移行、開始時 に「 胸 やけ」の 訴 えがあり   ラニチジン（ザンタック ® ）、ラモセトロン 塩酸塩（ ナゼア ®  ）の 服薬 を 開始   来局時 (2 サイクル 目 Day5) に｢ 便秘 がちであったが、 数日前 から 軟便傾向 に｣との 訴 えを 聴取   ＊上記 の 症例 より、 回答 をお 考 えください。   ①トレーシングレポート を 作成 してください。         ②保険薬局薬剤師 の 先生 が 考 える、 有害事象 の 評価 に 必要 な 情報 や、        その 他 に 必要 とする 追加情報 を 列挙 してください。    

